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目的と要旨
加熱後の凝固した卵白を生に戻すために、卵白を加熱し尿素水につけた後、高速回転させた。
卵白の加熱時間、卵白の加熱温度、フォールディング時(回転時)に加えるものを条件として実
験を行った。結果として今回の実験ではどの条件でも変性した卵白に変化は見られなかった。
このことから自分の設定した条件が適切でなかったと考えられるので、それぞれの条件につい
てより詳細に調べていく必要がある。

方法
①生の卵白を5本の試験管に分け、5つ
の条件で加熱(湯せん)する。
②加熱後すぐ白身の温度を測る。
③濃度50%の尿素水を試験官に入れ(3
㎤／本)、薬さじで白身を細かくし、
尿素水とよくかき混ぜ、一晩(8時間)
放置する。

④白身をかき出し、遠心分離機にかけ
る容器に移し、以下の条件に分ける。
(変性した卵白のみ/変性した卵白と生
の卵白)

⑤遠心分離機で10、30秒間の計二回高
速回転(6200rpm)させる。

結果
加熱温度
加熱時間

卵白の温度 回転後

90℃/3分 81.6℃ 変化なし

90℃/10分 88.7℃ 変化なし

90℃/18分 88.0℃ 変化なし

75℃/30分 65.6℃ 変化なし

70℃/15分 65.2℃ 上澄みあり

図1.90℃/3分 図2.90℃/10分 図3.90℃18分

図4.75℃30分 図5.70℃/15分

※図の
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考察
・変性した卵白のかさが減っていたことか
ら、70℃ででてきた上澄みのようなものに
は生の状態に戻った卵白が含まれていた。
だが遠心分離機を使ったため水分等が分離
していた可能性がある。
・液状の硬さに近いものほど生に戻りやす
い。
・回転時に生の卵白を加えたもので、回転
後に見られた気泡のようなものは、回転で
加えた生の卵白が泡立ったものである。
・回転時に加えた生の卵白のシャペロンは、
変性した卵白のフォールディング時に作用
しない。

・尿素を加えて一晩後卵白に変化はなかった。
・卵白を加えたもので、回転後、気泡がある
ものがあった。
・70℃で加熱後の卵白は液状だった。回転後
上澄みのようなものがあった。上澄みを沈殿
と混ぜながらさらに回転させたが同じ状態に
戻った。変性した卵白のかさが減っていた。
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